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＜連絡事項～週間予定～＞

· 看護課　課内研修が今週メンタルケア病棟3階にて実施されます。

· 9/13(火)　15:30～　森田　清助様の支援者ミーティングが青山荘にて実施されます。

· 9/15(木)　10:30～　我満　奈津紀様のケア会議があります。

· 9/16(金)　給食委員会に大西が参加します。

＜利用者様情報提供＞

・ 戸賀沢　潔様～9/9(金)うみねこ幸房に「鹿内内科を受診する」と電話連絡し欠勤しパチンコ店にいたとの事。青明舎職員から強く注意されるが納得されず、「もう実家に戻り畑でもやる」と話され、不機嫌さをみせていたとの事。17:00ナイトケアを欠席するつもりで電話するが、グループホームの電話の調子が悪く欠席する事を伝えられず、ナイトケアに来所。ナイトケアプログラム中はスタッフから参加を勧めるが、頑なに拒否され見学されている。

＜外来より情報提供＞

· 我満　奈津紀様～本日受診予定日ですが用事の為、先週土曜日に外来受診されている。1週間分の

　　　　　処方薬をいただいている。

・ 晴山　美智子様～現在、西病棟に入院中。9/21に退院予定。

· 大下　良悦様　～本日、受診にて2週間分の薬が処方されている。

・ 杉澤　恵子様　～明後日が受診日ですが妹様の引越し手伝いがある為、本日受診されている。
以前、本人様より、「兄嫁が来月より働き始める為、日中家で甥と姪の面倒を看てほしいと頼まれた。だからデイケアに来れなくなるかもしれない」と話があった。本日、本人様より「兄嫁が妊娠して働かなくてもよくなったから、デイケアに来れる」とスタッフに話されている。
· 森田　清助様　～本日、退院後の初外来です。訪問看護は土曜日利用の話が主治医よりあったと

の事。

　　　　　　　　　
＜ナイトケア事例検討＞

○森田　清助様～9/11に当院退院し以前生活していたアパートで単身生活をしている。月～金はうみねこ幸房とナイトケアに通所、土曜日は訪問看護利用、日曜日は青明舎利用予定です。生活費は毎週日曜日に兄様から渡されるとの事。ナイトケアには本日から通所される。

　　　（本人がナイトケアスタッフに希望する事）

・体を動かしたい。

・いずれは仕事をみつけ就労したい。

　　　（退院後、考えられる問題点）

　　　　・金銭管理ができずパチンコなどの浪費に走ったり、連絡なく行方不明となる可能性がある。

　　　　↓

・今後、お兄様が1週間分の生活費を渡し周囲のスタッフ共々、経過をみていく。

　　　　　以前と違い、限られた金額での生活がストレスとなり浪費に走る事も考えられる。

　　　（今後、ナイトケアで出来る事）

・金銭管理と助言（小遣い帳をつけていただく）

・大工仕事などの物を作る作業を好む為、プログラムで進め達成感を得るようにする。

・運動プログラムで気分転換・減量を図る。

・面談で通所目的を認識していただく。

　　　　・突然の体調不良以外、利用日は原則として通所していただく。

　　　　・悩み事を1：1でないと話せないので週1回のペースで面談を行う。


＜通リハ評価＞

デイナイトケア　畑　正雄様（63）統合失調症
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【本人の状況等】

・ 評価項目Ａ～夏でもシャツの上にベストを着用している。先日一時的に気温が下がった日に冬用のセーターを着用されており、スタッフが注意するも「これでいい」と話されている。

· 評価項目Ｂ～出席状況は問題ないが、プログラム開始時にスタッフの声掛けを要する時がある。

· 評価項目Ｃ～新しいプログラムを理解するのが難しいようである。周囲のメンバーに対しては必要最低限の交流は持っている。

· 評価項目Ｄ～頼まれ事を断るのは苦手とされている。

· 評価項目Ｅ～スタッフからの意見をなかなか受け入れないこともある。一方、料理教室でメンバーが足りない際に入っていただくよう話した際は、混乱せずに受け入れることができる。

· 評価項目Ｆ～自分が得意としているプログラム、作業については集中して行うことが出来ている。

· 評価項目Ｇ～スタッフに断りなく買い物に行かれたことがあった。また、必要時以外にも頻繁にゴミ捨てに出かけることがある。

· 評価項目Ｈ～青風荘内でもほとんど交流は見られない。

· 評価項目Ｉ～買い物は一人で行くことができるが、ATMや散髪はスタッフ付き添いで行かれている。「休日はぼーっとして過ごしている」と話される。

· 評価項目Ｊ～デイナイトケア内での当番や役割分担は概ねできているが、過剰となることがあり、スタッフが助言、声掛けを行っている。

【問題点と解決策】

「他者との交流が少ない」こと、「役割を一人で過剰に負いやすい」ことが問題点として挙げられる。本人様は他者との交流が少ないことをそれほど問題と思われていないが、プログラム内での発言やスタッフとの会話内容を考慮すると、デイナイトケアメンバーとの交流も今以上に持てる可能性がある。

解決策として、本人様が興味をもつ作業グループを導入することが挙げられる。他者との交流を持ち、かつ自分一人で役割を負わず皆で役割分担ができるように働きかけることが必要である。

